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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和５年２月１３日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

① 学校研究の研究成果を
活用した授業改善の工夫

② 新たな「目指す学校
像」の創造

①-1 指導と評価の一体化を図っ
た授業改善の工夫
①-2 本年度の学校研究のテーマ
である図画工作・美術の授業づ
くりの研究の充実

② 新しい学習指導要領の学びの
ポイントを踏まえ、これからの
本校の在り方を構想し、意見や
希望を広く募って新たな「目指
す学校像」を構築する。

Ａ

Ａ

・各学部の児童生徒の実態や教育課
程の実情を踏まえた研究方法の模索
と、指導と評価の一体化を図った授
業改善の更なる工夫を進めていく必
要がある。
・新しい「目指す学校像」に対する
パブリックコメントでは、92％の肯
定的な意見が得られた。今後、学校
の重点目標を柱にして全校組織、全
職員と連鎖を図っていく。

・学校自己評価システムシートは各学部と校務分掌
のシートと連鎖されており、よく整理されている。
・学習指導要領の数多くの教科の中から今年度の学
校研究のテーマとして「図工・美術」を選択してい
るが、今後は他の教科に対しても検証を広げ、指導
と評価の一体化を図った授業改善を効果的に進めて
ほしい。

2

① センター的機能の発揮
継続と積極的な情報発信

② コミュニティースクー
ル化の推進

①-1 センター的機能を継続して
発揮して地域支援のネットワー
クづくりを推進する。

①-2 センター的機能の取組や成
果などを随時情報発信する。

② 令和５年度から学校運営協議
会を設置するための準備と基盤
を整備する。

Ａ

Ａ

・巡回相談、就学相談件数は令和3年
度の120件とほほ同数で、本校のセン
ター的機能の成果は高い。一方、保
護者アンケートによると、本校と地
域の学校との関係性が伝わっておら
ず不分明であるといえる。情報発信
の工夫が望まれる。

・「センター的機能を発揮した取組の様子を具体的
に示して欲しい。」との要望に対して、ＨＰトップ
ページに新着情報が掲載される度に、「更新のお知
らせ」のメールでお知らせが届くようになったの
で、多くの情報を確認することができた。
・学校間における交流及び共同学習の取り組みの有
無に関わらず、障害理解教育の出前授業を積極的に
実施してほしい。

3

① 徹底した感染防止対策
の継続

② 学習保障のための取組

③ 実効性のある教職員の
負担軽減

① 学校内における感染症のまん
延を未然に防止する。

② 家庭でのタブレット端末を利

用しての学習と、ICTを有効活用
した授業の工夫

③ 分掌や委員会の整理統合の推
進と業務の効率化及び業務量の
均等化

Ｂ

Ａ

Ｂ

・タブレット活用の拡大と同時に破
損案件の増加が生じている。また、
家庭状況に応じたアプリケーション
の導入の検討も望まれている。使用
にあたってのマニュアルの更新が課
題である。
・業務精査は、研究部の下部組織で
ある教科部会の位置づけの検討が必
要となっているので、次年度も引続
き継続する。

・業務削減の目的は、子どもとの関りを増やすため
であるとも言える。子どもたちとの関りの中で、一
人一人の子どもと向き合う時間を確保することがで
きるようになったことや、授業改善のための教材研
究の時間を生み出すことができたなど、ゆとりがで
きたことでプラスに作用したことをしっかり押さえ
てほしい。
・自転車の運転に関する交通ルールが見直されてい
る。自主通学の生徒が自転車で信号無視や一時停止
無視をしないように最新の交通ルールを順守させ、
悲惨な交通事故を未然に防いでほしい。

4

① 学部間の緊密な連携に
よるキャリア教育・職業
教育の充実

② 学校就学相談・進路指
導に関する情報の見える
化の推進

①-1 学部間での情報共有の効果
的な機会や仕組みの設定
①-2 各市関係課、企業、ハロー
ワーク、商工会等の外部関係機
関との連携

② 学校就学相談・進路指導を俯
瞰可能な見える化の工夫の実施
とHP及びその他の媒体も有効活
用した情報発信

Ａ

Ａ

・小学部入学から高等部卒業ま
で、一人一人の児童生徒の自立
と社会参加に向け、キャリア教
育の視点による「本校の進路指
導の取組」を全職員で共有でき
た。今後、更なる充実に向け、
本校の教育実践の根幹として取
り組む。
・コミュニティスクールとして
の機能を活かした新たな展開が
課題となる。

・幼稚園のスクールバスで置き去りになった事故が
あった。スクールバスの安全確認を徹底し、事故防
止に取り組んでほしい。
・教室不足や教員不足によるヒヤリハット事案が発
生している。本校は令和５年度、今年度以上の児童
生徒数へ増加する見込みがあるので、安全で安心な
児童生徒の学習環境の保障が大きな課題となる。

・進路指導に関して児童生徒、保護者、教員の間で
意識のばらつきがないように進めてほしい。

【現状】
　進路指導に関する研修や保護者会
の取組、外部機関との緊密な連携に
より、進路実績はおおむね目標を達
成できている。
【課題】
　12年間を見通した系統的・計画的
で連続性のある組織的な学校就学相
談・進路指導体制の充実と、進路指
導情報の活発な発信が課題となる。

①-1 進路先が求める力を伝え、
児童生徒個々の情報を的確に共
有したか。
①-2 外部機関と緊密に連携し、
適切な情報提供を行ったか。

②-1 本校の学校就学相談・進路
指導が一望可能な情報媒体は作
成できたか。
②-2 進路指導に関する情報発信
数は昨年度よりも増加したか。

①-1小・中・高12年間の進路指導の
系統性を整理し全職員に周知し共通
理解を図った。
①-2各関係機関との連携強化と新規
企業・事業所の開拓を進めた。
②-1就学相談、入学選考、進路指導
に関する情報をHPに掲載し、本校の
情報源を一本化する基盤を作った。
②-2現場実習や作業学習の教材募集
をHPに掲載し地域社会に働きかけ
た。本校の進路指導について積極的
な情報提供を行った。

【現状】
　本校のセンター的機能としての
ケース会議や巡回相談などの地域貢
献は、一定の評価をいただいてい
る。
【課題】
　センター的機能について、あまり
認知されていない面が見られた。
ICTの有効活用などの工夫と、地域
社会のニーズに応えうる本校の在り
方が課題となる。

①-1 校内外のニーズを把握し、
校内ケース会議や外部巡回相談
を実施できたか。

①-2 センター的機能の取組を
HPで配信し、保護者の認知は向
上したか。

② 令和５年度からのコミュニ
ティースクール制度の導入がで
きるようになったか。

①-1令和5年1月現在今年度は41件の
巡回相談等、78件の就学相談等を実
施した。高校通級連携は17件、依頼
研修5件、出前授業は1回実施した。
ケース会議は全校で18件、卒業生1
件、関係機関や校内各部署と連携を
図り実施した。
①-2印刷物の配布、HP掲載によりセ
ンター的機能を積極的に周知した。
②令和5年度からのコミュニティス
クール制度導入に向け着実に準備を
進めた。

【現状】
　工夫と臨機応変な対応により、学
校行事などを実施できた。昨年度の
感染防止対策は、保護者から98％の
肯定的な評価をいただいた。
【課題】
　継続した安全・安心な学校環境の
整備と、学習保障のための具体的な
取組が必要となる。また、学校にお
ける働き方改革の推進も課題であ
る。

① 柔軟に学校行事を計画し、実
施できたか。
②-1 タブレット端末の貸与規定
等を整備したか。
②-2 ICTを有効活用した授業実
践は増加したか。
③-1 分掌や委員会の整理統合は
さらに進んだか。
③-2 業務削減の具体的な取組を
行ったか。

①徹底した感染防止対策の継続して
学校行事を安全に実施した。
②-1タブレット端末の貸与規定等を
整備し9月から週末に小中学部家庭
への持ち帰りが定着した。
②-2タブレットの整備により様々な
学習場面でＩＣＴ機器を活用した授
業実践が浸透した。
③-1,2教育課程部と研究部の分掌統
合と、各分掌部会において業務精査
及び業務削減を進め、全教員の時間
外在校時間の平均値が前年同期比５
時間12分減少した。

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
　昨年度までの３年にわたる学校研
究によって、新学習指導要領への教
員の理解は深まっている。
【課題】
　学校研究の研究成果を活かし、指
導と評価の一体化を踏まえたPDCA

サイクルによる授業改善の定着と、
新学習指導要領の趣旨を踏まえた本
校のこれからの学びの提案が課題と
なる。

①-1 全教員がPDCAサイクルに
よる授業改善に取り組んだか。
①-2 全教員が図画工作・美術の
研究授業に取り組めたか。

② 新しい「目指す学校像」を定
めることができたか。

①-1ほぼ全ての教員がＰＤＣＡサイ
クルに基づき授業改善に取り組むこ
とができた。
①-2学習指導要領への理解を深め、
「図画工作・美術」の授業実践及び
研究授業、研究協議を充実させた。
②「社会に開かれた教育課程」の推
進のため地域社会と学校のウィン
ウィンの関係を柱とした「目指す学
校像」の刷新に全職員で取り組ん
だ。本校HPに開示し加えて保護者へ
意見公募を行った。

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ １月３１日 現在 ）

令 和 ４ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 和 光 南 特 別 支 援 学 校 ）　　　　W46

目指す学校像  児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育を推進し、「生きる力」を育成する学校
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

　１　充実した授業づくり
　２　開かれた学校づくり
　３　健康で安全安心な学校づくり
　４　進路指導の充実

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　　　１０名
　　　　　　生徒　　　　　　　４名
　　　　　　事務局(教職員)　　８名


